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団
員
の
中
で
誕
生
日
の
来
た
者
が
い
ま
す
と
、
日
本
人

の
菓
子
職
人
を
し
て
い
た
者
に
頼
ん
で
、
黒
パ
ン
と
砂
糖

で
饅
頭
を
作
っ
て
も
ら
い
祝
っ
て
や
り
ま
し
た
。
い
つ
の

日
に
か
日
本
に
帰
れ
る
か
、
帰
し
て
く
れ
な
い
の
か
分
か

ら
ぬ
中
で
の
、
誕
生
祝
の
饅
頭
を
口
に
し
な
が
ら
、「
来
年

も
再
来
年
も
こ
こ
で
、
こ
の
饅
頭
を
何
回
食
わ
な
き
ゃ
な

ら
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
生
き
て
帰
れ
ん
か
も
し
れ
ん

な
」
そ
の
声
は
小
さ
く
震
え
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
八
月
二
十
八
日
、
私
は
舞
鶴
港
に
上
陸
。

九
月
一
日
我
が
家
の
敷
居
を
跨
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
年
の
十
二
月
に
名
古
屋
市
に
就
職
。
定
年
後
、
名

古
屋
市
市
民
休
暇
村
に
勤
め
て
五
年
。
昭
和
五
十
九
年
東

海
学
園
同
窓
会
事
務
局
長
を
六
十
九
歳
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
民
生
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
な
ど
や
、
現
在

は
名
古
屋
市
中
川
区
協
力
委
員
協
議
会
議
長
な
ど
に
奉
仕

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

今
の
私
の
幸
せ
を
思
う
と
き
、
シ
ベ
リ
ア
で
故
郷
日
本

を
思
い
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
友
が
、
未
だ
シ
ベ
リ
ア
の

凍
土
の
下
か
ら
「
早
く
日
本
に
帰
し
て
く
れ
。
」
と
叫
ん
で

い
ま
す
。
一
日
も
早
く
返
し
て
頂
き
た
い
と
願
う
も
の
で

す
。 

 

亡
き
皆
様
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

愛
知
県
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
祈
念
碑
が
抑
留
経
験
者
や
ご

遺
族
の
方
々
の
協
力
で
、
今
年
五
月
立
派
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
御
霊
も
海
を
越
え
、
こ
の
記
念
碑
の
下
に
集
い
、

安
ら
い
で
お
い
で
の
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
生
あ
る
限
り
、
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
は
片
時
も
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 
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私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記 

栃
木
県 

 

野 

沢 
 

 

功 
 
 

  

戦
前
満
州
チ
チ
ハ
ル
関
東
軍
軍
馬
補
充
部
隊
に
服
務
中
、

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
ま

し
た
。 

 

関
東
軍
命
令
に
て
全
員
武
装
解
除
と
な
る
。
内
地
帰
還

に
列
車
配
備
の
都
合
と
か
二
週
間
の
自
由
待
機
を
命
ぜ
ら

れ
る
。
旧
関
東
軍
の
弾
薬
庫
を
仮
住
居
に
。
そ
の
間
内
地

帰
還
に
先
立
ち
作
業
大
隊
が
編
成
さ
れ
る
。
一
個
大
隊
千

五
百
人
と
記
憶
す
る
。
九
月
四
日
早
朝
、
内
地
帰
還
と
の

こ
と
に
て
ソ
軍
警
戒
兵
に
守
ら
れ
目
的
の
乗
車
駅
ま
で
二

十
キ
ロ
の
行
軍
と
な
る
。
そ
の
懐
か
し
の
チ
チ
ハ
ル
を
行

進
中
、
市
街
地
の
道
端
に
日
本
移
民
団
が
立
ち
並
び
、
老

若
男
女
が
兵
隊
さ
ん
元
気
で
な
あ
、
と
涙
を
流
す
光
景
は

歴
史
的
な
事
で
あ
る
。
各
自
雑
嚢
よ
り
取
り
出
し
た
乾
パ

ン
に
氷
砂
糖
を
手
渡
す
。
最
後
の
別
れ
と
な
る
。
さ
ら
ば

チ
チ
ハ
ル
よ
。
一
団
は
無
言
の
ま
ま
一
路
目
的
地
に
、
そ

し
て
到
着
し
た
付
近
に
は
満
人
の
寒
村
部
落
で
線
路
が
あ

る
だ
け
。
先
発
部
隊
の
置
き
土
産
で
あ
ろ
う
紙
屑
そ
の
他

が
散
乱
し
て
あ
る
。
そ
ん
な
少
な
い
部
落
の
周
辺
に
て
小

さ
な
本
を
収
得
す
る
、
日
露
会
話
辞
典
と
書
い
て
あ
る
。

発
売
元
は
大
連
市
○
○
と
書
い
て
あ
る
。
別
に
貴
重
で
は

な
い
が
、
暇
つ
ぶ
し
の
つ
も
り
で
目
を
通
す
。
日
本
語
と

ソ
連
語
で
解
り
易
く
書
い
て
あ
る
単
語
で
あ
り
、
関
東
軍

は
ソ
連
行
き
が
決
ま
っ
て
い
た
と
思
う
。
そ
し
て
ソ
連
将

校
と
日
本
人
通
訳
の
話
に
て
待
機
中
の
ソ
連
の
有
蓋
貨
車

に
と
乗
車
す
る
。
行
先
は
ナ
ホ
ト
カ
と
話
す
。
薄
汚
い
、

家
畜
の
臭
い
が
す
る
二
段
式
板
張
り
で
、
車
内
は
日
中
で

も
真
暗
で
一
両
当
た
り
約
六
十
人
で
、
中
間
の
床
板
に
生

理
用
の
穴
を
あ
け
て
あ
り
、
席
の
都
合
で
枕
元
が
便
所
と

な
る
家
畜
運
搬
車
で
あ
り
、
各
車
両
の
出
入
口
扉
に
は
厳

重
な
錠
が
か
け
ら
れ
、
列
車
の
前
ま
た
は
中
間
、
後
部
等

連
絡
用
の
有
線
が
張
ら
れ
、
自
動
小
銃
を
手
に
し
た
ソ
連

警
戒
兵
が
目
を
光
ら
せ
て
お
り
、
車
内
は
静
か
で
、
夜
半

と
思
う
、
シ
ベ
リ
ア
本
線
と
ナ
ホ
ト
カ
線
の
交
差
す
る
駅

で
全
員
緊
張
の
一
時
で
あ
る
。
仲
間
の
一
人
が
シ
ベ
リ
ア
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行
き
だ
と
叫
ぶ
、
騒
然
と
し
た
車
内
、
し
ば
ら
く
し
て
静

か
に
な
る
。
誰
彼
と
い
う
事
で
な
く
、
身
の
保
障
す
ら
な

い
シ
ベ
リ
ア
で
重
労
働
。
生
き
て
祖
国
に
帰
る
望
み
は
絶

望
と
い
う
思
い
を
各
自
が
心
の
内
に
決
め
た
事
と
思
う
。

列
車
は
不
定
期
の
た
め
時
折
り
駅
の
引
込
線
に
て
待
機
す

る
事
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
出
発
以
来
日
数
も
か
か
っ
た

と
思
う
。
バ
イ
カ
ル
湖
の
端
で
飯
盒
炊
飯
な
ど
？
シ
ベ
リ

ア
本
線
を
驀
進
し
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
と
い
う
大
き
な
駅

に
停
車
、
全
員
下
車
し
長
時
間
待
機
す
る
。
支
線
に
乗
換

え
て
終
着
駅
が
ア
バ
カ
ン
地
区
チ
ヤ
イ
ナ
ゴ
ー
ル
ス
カ
ヤ

で
あ
る
。
駅
は
名
ば
か
り
の
寒
村
殺
風
景
、
鉄
道
の
線
路

だ
け
が
何
本
も
敷
設
さ
れ
両
端
に
は
野
積
み
さ
れ
た
石
炭

の
山
で
あ
る
。
石
炭
の
粉
が
降
り
掛
か
る
中
を
全
員
徒
歩

に
て
収
容
所
ま
で
行
軍
で
あ
る
。
正
門
前
に
整
列
、
収
容

所
長
の
訓
示
が
あ
り
、
第
一
声
に
、
諸
君
に
上
司
の
命
令

を
伝
達
す
る
。
諸
君
は
日
本
政
府
賠
償
の
肩
代
わ
り
と
し

て
モ
ス
ク
ワ
よ
り
の
帰
国
命
令
が
あ
る
ま
で
ソ
連
国
復
興

の
た
め
こ
の
地
、
炭
坑
で
増
産
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
と

訓
示
が
あ
り
、
そ
し
て
刑
務
所
の
宿
舎
に
部
屋
割
り
な
ど

十
畳
に
二
十
四
人
、
一
畳
に
二
人
三
段
式
ベ
ッ
ド
で
あ
る

上
段
の
も
の
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
天
井
に
頭
が
つ
か
え
る

始
末
で
す
。
休
養
な
ど
の
暇
も
な
く
全
員
身
体
検
査
を
行

う
。 

 

各
々
等
級
が
つ
け
ら
れ
、
一
級
二
級
三
級
に
分
け
ら
れ

る
。
私
は
文
句
な
く
一
級
で
、
炭
坑
で
地
下
作
業
と
な
り

採
炭
夫
で
あ
る
。
夢
に
も
見
た
こ
と
も
な
き
地
獄
の
底
で

あ
る
。
入
坑
後
何
カ
月
が
経
ち
、
風
呂
に
も
入
れ
ず
目
と

歯
だ
け
が
白
く
汗
と
埃
に
ま
み
れ
し
姿
、
こ
の
世
の
も
の

と
思
わ
れ
ず
、
せ
め
て
腹
い
っ
ぱ
い
黒
パ
ン
を
食
べ
ら
れ

た
ら
作
業
も
思
う
よ
う
に
で
き
る
の
だ
が
、
人
間
の
本
能

と
申
す
か
、
食
べ
る
も
の
以
外
に
頭
が
働
か
ず
捕
虜
ボ
ケ

と
で
も
言
う
か
、
別
に
ノ
ル
マ
だ
と
か
パ
ー
セ
ン
ト
だ
の

と
い
う
前
に
大
き
な
ス
コ
ッ
プ
に
石
炭
を
山
盛
り
入
れ
て

八
時
間
み
っ
ち
り
働
か
さ
れ
る
監
督
の
目
を
盗
ん
で
ス
コ

ッ
プ
を
抱
き
横
に
な
る
。
そ
の
後
見
つ
か
る
と
ダ
ワ
イ
ビ

ス
テ
リ
ー
と
大
き
な
声
で
怒
鳴
ら
れ
る
。
腹
の
虫
が
う
な

り
、
目
の
前
を
大
き
な
黒
パ
ン
が
行
っ
た
り
来
た
り
夢
で

も
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
カ
月
ご
と
に
坑
内
と
地
上
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の
作
業
が
交
替
と
な
る
。
地
上
は
石
炭
の
入
っ
た
ト
ロ
ッ

コ
を
押
す
作
業
で
あ
る
。
途
中
で
休
む
事
も
で
き
な
い
。

後
続
車
の
た
め
停
滞
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。 

 

外
の
作
業
は
太
陽
の
光
が
当
た
る
く
ら
い
で
腹
は
減
る

し
力
が
出
な
い
。
時
折
り
力
を
入
れ
て
押
す
坂
道
で
力
ん

だ
は
ず
み
に
出
る
の
は
屁
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

一
次
の
作
業
が
終
り
、
疲
れ
た
体
に
鞭
打
っ
て
宿
舎
に
、

そ
し
て
横
に
な
る
。
夜
半
睡
眠
中
に
時
折
り
ソ
軍
の
警
戒

兵
に
経
理
将
校
通
訳
が
来
て
引
込
線
に
無
蓋
貨
車
が
入
っ

た
の
で
使
役
に
出
る
よ
う
に
と
の
事
で
、
ね
ぼ
け
ま
な
ざ

し
で
夜
空
を
見
つ
め
、
そ
ん
な
一
時
、
監
督
に
ダ
ワ
イ
の

声
が
掛
け
ら
れ
る
。
六
十
ト
ン
の
貨
車
に
四
人
で
石
炭
を

積
み
込
む
作
業
で
あ
る
。
朝
方
に
な
る
事
も
し
ば
し
ば
あ

る
。
そ
し
て
朝
方
炭
坑
に
出
勤
と
な
る
な
ど
抑
留
の
身
で

い
た
し
か
た
な
い
。 

 

そ
ん
な
あ
る
日
（
昭
和
二
十
二
年
の
冬
と
思
う
）
収
容

所
内
の
技
能
者
を
調
査
す
る
と
言
う
。
約
三
百
人
の
人
が

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
機
関
車
工
場
に
転
送
と
な
る
。
私
も

配
管
工
で
し
た
の
で
一
緒
に
行
動
す
る
事
に
な
り
、
機
関

車
の
組
み
立
て
ボ
イ
ラ
ー
の
取
り
付
け
作
業
で
あ
る
。 

精
い
っ
ぱ
い
の
労
働
、
色
々
な
出
来
事
も
あ
っ
た
が
最

終
ダ
モ
イ
に
組
す
る
こ
と
が
で
き
、
昭
和
二
十
三
年
八
月

懐
か
し
の
ナ
ホ
ト
カ
を
目
指
す
事
に
な
っ
た
。
厳
し
い
共

産
党
の
教
育
に
油
を
絞
ら
れ
、
無
事
引
揚
船
を
港
で
眺
め

る
、
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
止
め
ど
も
な
く
。
ソ
連
国
と
日
本

政
府
役
人
立
会
い
で
帳
簿
に
よ
る
照
合
に
て
乗
船
と
な
る
。

船
内
で
船
員
一
同
に
よ
る
歓
迎
に
感
謝
す
る
。
抑
留
三
年

間
酷
使
さ
れ
、
解
放
さ
れ
た
間
は
一
時
夢
遊
病
者
の
よ
う

で
あ
つ
た
。 

 

舞
鶴
港
に
上
陸
し
、
召
集
以
来
七
年
二
カ
月
ぶ
り
で
日

本
畳
に
腰
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
夢
に
ま
で
見
た
故
郷

に
帰
り
、
家
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
の
貧
乏
暮
ら
し
、
遊
ん

で
も
お
れ
ず
、
田
畑
と
て
無
く
、
職
な
く
職
を
求
め
て
東

京
へ
。
シ
ベ
リ
ア
の
苦
労
を
元
に
死
ん
だ
つ
も
り
で
働
い

た
ら
ど
ん
な
答
え
が
出
る
か
と
た
だ
た
だ
黙
々
と
働
い
た

結
果
、
捨
て
る
神
あ
り
救
う
神
と
や
ら
。
得
意
先
に
大
学

病
院
が
あ
り
、
時
折
り
修
繕
に
そ
の
他
に
出
向
し
た
。 

 

上
司
の
方
や
他
の
方
々
に
認
め
ら
れ
就
職
と
な
る
。
仕
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叫
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の
底
で

あ
る
。
入
坑
後
何
カ
月
が
経
ち
、
風
呂
に
も
入
れ
ず
目
と

歯
だ
け
が
白
く
汗
と
埃
に
ま
み
れ
し
姿
、
こ
の
世
の
も
の

と
思
わ
れ
ず
、
せ
め
て
腹
い
っ
ぱ
い
黒
パ
ン
を
食
べ
ら
れ

た
ら
作
業
も
思
う
よ
う
に
で
き
る
の
だ
が
、
人
間
の
本
能

と
申
す
か
、
食
べ
る
も
の
以
外
に
頭
が
働
か
ず
捕
虜
ボ
ケ

と
で
も
言
う
か
、
別
に
ノ
ル
マ
だ
と
か
パ
ー
セ
ン
ト
だ
の

と
い
う
前
に
大
き
な
ス
コ
ッ
プ
に
石
炭
を
山
盛
り
入
れ
て

八
時
間
み
っ
ち
り
働
か
さ
れ
る
監
督
の
目
を
盗
ん
で
ス
コ

ッ
プ
を
抱
き
横
に
な
る
。
そ
の
後
見
つ
か
る
と
ダ
ワ
イ
ビ

ス
テ
リ
ー
と
大
き
な
声
で
怒
鳴
ら
れ
る
。
腹
の
虫
が
う
な

り
、
目
の
前
を
大
き
な
黒
パ
ン
が
行
っ
た
り
来
た
り
夢
で

も
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
カ
月
ご
と
に
坑
内
と
地
上
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の
作
業
が
交
替
と
な
る
。
地
上
は
石
炭
の
入
っ
た
ト
ロ
ッ

コ
を
押
す
作
業
で
あ
る
。
途
中
で
休
む
事
も
で
き
な
い
。

後
続
車
の
た
め
停
滞
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。 

 

外
の
作
業
は
太
陽
の
光
が
当
た
る
く
ら
い
で
腹
は
減
る

し
力
が
出
な
い
。
時
折
り
力
を
入
れ
て
押
す
坂
道
で
力
ん

だ
は
ず
み
に
出
る
の
は
屁
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

一
次
の
作
業
が
終
り
、
疲
れ
た
体
に
鞭
打
っ
て
宿
舎
に
、

そ
し
て
横
に
な
る
。
夜
半
睡
眠
中
に
時
折
り
ソ
軍
の
警
戒

兵
に
経
理
将
校
通
訳
が
来
て
引
込
線
に
無
蓋
貨
車
が
入
っ

た
の
で
使
役
に
出
る
よ
う
に
と
の
事
で
、
ね
ぼ
け
ま
な
ざ

し
で
夜
空
を
見
つ
め
、
そ
ん
な
一
時
、
監
督
に
ダ
ワ
イ
の

声
が
掛
け
ら
れ
る
。
六
十
ト
ン
の
貨
車
に
四
人
で
石
炭
を

積
み
込
む
作
業
で
あ
る
。
朝
方
に
な
る
事
も
し
ば
し
ば
あ

る
。
そ
し
て
朝
方
炭
坑
に
出
勤
と
な
る
な
ど
抑
留
の
身
で

い
た
し
か
た
な
い
。 

 

そ
ん
な
あ
る
日
（
昭
和
二
十
二
年
の
冬
と
思
う
）
収
容

所
内
の
技
能
者
を
調
査
す
る
と
言
う
。
約
三
百
人
の
人
が

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
機
関
車
工
場
に
転
送
と
な
る
。
私
も

配
管
工
で
し
た
の
で
一
緒
に
行
動
す
る
事
に
な
り
、
機
関

車
の
組
み
立
て
ボ
イ
ラ
ー
の
取
り
付
け
作
業
で
あ
る
。 

精
い
っ
ぱ
い
の
労
働
、
色
々
な
出
来
事
も
あ
っ
た
が
最

終
ダ
モ
イ
に
組
す
る
こ
と
が
で
き
、
昭
和
二
十
三
年
八
月

懐
か
し
の
ナ
ホ
ト
カ
を
目
指
す
事
に
な
っ
た
。
厳
し
い
共

産
党
の
教
育
に
油
を
絞
ら
れ
、
無
事
引
揚
船
を
港
で
眺
め

る
、
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
止
め
ど
も
な
く
。
ソ
連
国
と
日
本

政
府
役
人
立
会
い
で
帳
簿
に
よ
る
照
合
に
て
乗
船
と
な
る
。

船
内
で
船
員
一
同
に
よ
る
歓
迎
に
感
謝
す
る
。
抑
留
三
年

間
酷
使
さ
れ
、
解
放
さ
れ
た
間
は
一
時
夢
遊
病
者
の
よ
う

で
あ
つ
た
。 

 

舞
鶴
港
に
上
陸
し
、
召
集
以
来
七
年
二
カ
月
ぶ
り
で
日

本
畳
に
腰
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
夢
に
ま
で
見
た
故
郷

に
帰
り
、
家
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
の
貧
乏
暮
ら
し
、
遊
ん

で
も
お
れ
ず
、
田
畑
と
て
無
く
、
職
な
く
職
を
求
め
て
東

京
へ
。
シ
ベ
リ
ア
の
苦
労
を
元
に
死
ん
だ
つ
も
り
で
働
い

た
ら
ど
ん
な
答
え
が
出
る
か
と
た
だ
た
だ
黙
々
と
働
い
た

結
果
、
捨
て
る
神
あ
り
救
う
神
と
や
ら
。
得
意
先
に
大
学

病
院
が
あ
り
、
時
折
り
修
繕
に
そ
の
他
に
出
向
し
た
。 

 

上
司
の
方
や
他
の
方
々
に
認
め
ら
れ
就
職
と
な
る
。
仕
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事
は
黙
々
と
実
行
、
感
謝
の
気
持
ち
で
精
を
出
す
。
在
職

中
に
業
務
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

そ
し
て
今
日
、
全
抑
協
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
も
大
学

の
ご
恩
が
あ
っ
た
事
と
老
後
の
幸
せ
に
感
謝
し
、
あ
わ
せ

て
異
国
の
地
に
永
遠
に
眠
る
友
の
冥
福
を
祈
り
、
私
の
シ

ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

現
住
所 

 

栃
木
県
小
山
市
大
字
島
田
岸 

兵 

歴 
 

昭
和
十
六
年
七
月
十
六
日 

東
部
三
十
六
部 

 
 
 
 

 

隊 

終
戦
時 

 

満
州
滝
江
省
チ
チ
ハ
ル 

満
州
関
東
軍
軍
属 

 
 
 
 

 

補
充
馬
部
隊 

 
 
 
 

 

陸
軍
上
等
兵 

チ
チ
ハ
ル 

満
州
里
を
経
て 

 
 
 
 

 

入
ソ 

復 

員 
 

昭
和
二
十
三
年
八
月
ナ
ホ
ト
カ
経
由
舞
鶴
港 

復
員
後 
 

大
学
職
員
管
理
営
繕
課
主
任 

 
 
 
 

 

現
在 

退
職
後
小
山
支
部
地
区
役
員 

 

（
栃
木
県 

 

野
沢 

芳
夫
） 

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
記 

千
葉
県 

 

菅 

谷 

一 

雄 
 

 

  

私
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
終
戦
を

中
国
東
北
部
（
満
州
孫
呉
）
で
迎
え
ま
し
た
。 

 

兵
役
は
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
陸
軍
通
信
兵
と

し
て
神
奈
川
県
東
部
七
十
八
電
信
隊
に
入
隊
す
る
。 

 

直
に
関
釜
連
絡
船
に
て
満
州
新
京
（
長
春
）
七
五
八
〇

部
隊
初
年
兵
教
育
に
入
る
。
三
カ
月
で
一
期
の
教
育
終
る
。

四
月
の
上
旬
チ
チ
ハ
ル
に
転
勤
、
実
働
に
入
る
。
次
に
孫

呉
軍
通
信
七
五
八
四
固
定
無
線
隊
に
転
勤
、
こ
の
地
が
終

戦
ま
で
の
居
住
地
と
な
る
。 

 

一
方
戦
局
の
方
は
日
を
追
っ
て
悪
化
し
て
お
り
、
こ
こ

満
州
は
比
較
的
平
穏
で
あ
っ
た
王
道
楽
土
も
束
の
間
、
二

十
年
八
月
九
日
ソ
連
軍
の
不
法
進
入
空
襲
有
り
、
軍
の
施

設
爆
破
さ
れ
る
も
応
戦
す
る
武
器
も
な
く
、
さ
す
が
関
東

軍
と
い
え
ど
も
な
す
術
も
な
く
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
一
方
的

で
あ
っ
た
。
十
五
日
玉
音
放
送
に
よ
り
終
戦
と
な
る
。
国
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境
線
で
は
終
戦
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
司
令
部

前
で
武
装
解
除
日
取
り
不
明
、
早
速
復
員
で
き
る
噂
が
飛

ん
だ
が
実
現
し
そ
う
も
な
か
っ
た
。
朝
鮮
通
過
の
帰
路
は

混
乱
し
て
て
危
険
で
あ
る
話
、
黒
龍
江
を
下
り
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
よ
り
帰
る
話
題
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
っ
た
。
こ
こ
あ

た
り
が
運
命
の
別
れ
道
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
内
に
大
隊
編
成
が
な
さ
れ
、
長
岡
大
尉
指
揮
下
の

第
三
大
隊
と
な
る
。
ど
こ
へ
ど
う
進
む
か
お
先
真
っ
暗
の

出
発
。
北
に
進
む
。
二
十
年
九
月
中
旬
、
食
糧
、
身
の
回

り
品
持
て
る
だ
け
背
負
い
、
孫
呉
を
出
発
し
三
日
目
ご
ろ

黒
河
に
到
着
。
ソ
満
国
境
の
大
河
黒
龍
江
乗
船
と
な
る
。

船
は
下
る
か
横
断
す
る
か
、
皆
が
ど
う
も
お
か
し
い
、
お

か
し
い
の
声
。
、
着
い
た
所
が
黒
河
の
対
岸
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ

ェ
ン
ス
ク
ら
し
い
。
も
う
だ
め
だ
、
捕
虜
だ
と
あ
き
ら
め

る
。 

 

苦
難
の
道
の
第
一
歩
の
始
ま
り
で
あ
る
。
収
容
所
に
着

く
ま
で
農
場
の
仕
事
。
麦
刈
り
、
馬
鈴
薯
掘
り
、
生
の
麦

を
か
じ
り
馬
鈴
薯
も
生
で
。
農
場
か
ら
農
場
へ
と
進
ん
で

着
い
た
所
が
ラ
イ
チ
ハ
第
十
九
収
容
所
。
板
塀
と
有
刺
鉄

線
と
四
隅
に
望
楼
あ
る
本
格
の
収
容
所
で
あ
る
。
孫
呉
を

出
発
し
二
十
日
余
り
、
着
の
身
着
の
ま
ま
厄
介
も
の
虱
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。
宿
舎
は
半
地
下
式
二
段
板
張
り
で
あ

る
。
こ
こ
は
炭
坑
町
の
よ
う
で
露
天
掘
り
、
も
は
や
ど
う

し
よ
う
も
で
き
ま
せ
ん
。
十
月
下
旬
の
シ
ベ
リ
ア
、
寒
さ

も
加
わ
り
始
め
ま
す
。
早
速
ラ
ボ
ー
タ
、
仕
事
、
仕
事
。 

 

飢
え
と
寒
さ
、
重
労
働
、
線
路
際
土
砂
の
取
り
除
き
、

貨
車
へ
石
炭
を
抱
え
て
積
込
。
何
も
し
な
く
て
も
動
い
て

い
な
い
と
凍
傷
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
身
を
守
る
の
も
一

苦
労
で
す
。
ソ
連
は
何
で
も
ノ
ル
マ
（
パ
ー
セ
ン
ト
）
が

つ
き
物
で
、
最
初
の
こ
ろ
は
仕
事
の
内
容
も
分
か
ら
な
い

し
、
や
る
気
も
な
し
。
作
業
現
場
に
行
っ
て
も
東
京
ダ
モ

イ
は
い
つ
、
次
に
食
物
の
話
。
お
は
ぎ
と
ぼ
た
餅
の
違
い

の
話
ば
か
り
。
若
者
が
一
日
も
満
腹
感
が
な
か
っ
た
。
故

国
へ
帰
る
ま
で
死
ん
で
な
る
か
と
自
分
を
励
ま
し
、
生
き

抜
く
こ
と
だ
。 

 

二
十
年
の
暮
れ
か
ら
二
十
一
年
の
春
ま
で
多
く
の
抑
留

者
を
酷
寒
の
凍
土
の
荒
野
に
不
帰
の
客
と
さ
せ
た
シ
ベ
リ

ア
で
の
寒
さ
と
飢
え
と
重
労
働
の
過
酷
な
情
況
の
中
で
強




